
月 題材名 時数 目標 学習指導要領 観点別学習状況の評価規準 評価方法 育成を目指す「資質・
能力」との関連

物質を構成する小さな粒子につい
て，自分の考えを表現することが
できる。

化学変化と原
子・分子 ア

物質を構成する小さな粒子について自分
の考えを表現している。

観察
ワークシート

主体的に学習に
取り組む態度

ダイヤモンドが小さな粒子で構成されて
いることを意識しながら，ほかの物質に
ついても自分の考えを表現している。

観察
ワークシート

生成した物質の性質を調べるため
に，実験器具等を適切に選択し，
これらの基本操作を行うことがで
きる。

生成した物質の性質を調べるために，計
画や予想をもとに実験器具等を適切に選
択し，これらの基本操作を正しく行って
いる。

観察
ワークシート

実験結果を分析・解釈し，もとの
物質とは異なる性質をもった別の
物質に分かれたことを論理的に説
明することができる。

もとの物質とは異なる性質をもった別の
物質に分かれたことを根拠を示して説明
している。

テスト

化学変化や分解について理解す
る。

化学変化，分解について理解し，具体例
をあげて説明している。

テスト

炭酸水素ナトリウムの加熱による
変化について，見通しをもって解
決する方法を立案することができ
る。

主体的に学習に
取り組む態度

炭酸水素ナトリウムの加熱による変化に
ついて，生成する物質の集め方や調べ方
を，これまでの学習を活かして立案し，
結果の予想もしている。

観察
ワークシート

実験結果を分析・解釈し，分解に
よって生成した物質を推定するこ
とができる。

実験２の結果を分析・解釈し，水に電流
を流したときに生成した物質を，根拠を
もとに推定している。

ワークシート

電気分解について説明することが
できる。

電気分解について理解しており，具体例
をあげて説明している。

テスト

水が分解するとどうなるかという
問題に進んで関わり，見通しをも
つなど，科学的に探究しようとす
る。

主体的に学習に
取り組む態度

水が分解するとどうなるかという問題に
進んで関わり，空気中での水素の燃焼に
よって水が生成したことをもとに，結果
を予想しながら，科学的に探究しようと
している。

観察
ワークシート

物質は原子からできていることを
理解しており，原子の性質を説明
することができる。

化学変化と原
子・分子 ア
（ア）

物質は原子からできていることを理解し
ている。

テスト

主体的に学習に
取り組む態度

物質は原子からできていることを理解し
ており，原子の性質を説明している。

テスト

いくつかの原子が結びついて分子
ができていることを理解する。

いくつかの原子が結びついて分子ができ
ていることを，具体例をあげて説明して
いる。

観察
テスト

原子のモデルを用いて，分子がど
のようにできているかを表現する
ことができる。

原子のモデルを用いて，分子がどのよう
にできているかを，わかりやすく表現し
ている。

ワークシート

これまでの学習をふり返り，状態
変化と化学変化の違いについて，
原子や分子のモデルと関連づけな
がら，粘り強く解決しようとす
る。

主体的に学習に
取り組む態度

水の状態変化と水の電気分解の違いにつ
いて，原子や分子のモデルを用いて考
え，他者とかかわりながら粘り強く解決
しようとしている。

観察
ワークシート

原子には，その種類ごとに元素記
号がつけられていることを理解す
る。

化学変化と原
子・分子 ア
（ア）

原子には，その種類ごとに元素記号がつ
けられていることを説明している。

テスト

主体的に学習に
取り組む態度

原子には，その種類ごとに元素記号がつ
けられていることを，具体例をあげて説
明している。

テスト
1

物質を表す記号

表現力

3

化学変化と原
子・分子 ア
（ア）

化学変化と原
子・分子 ア
（ア）

3

水溶液に電流を流した
ときの変化

2

化学変化と原
子・分子 ア
（ア）

原子が結びついてでき
る粒子

主体性
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ダイヤモンドをつくる
粒子

1 主体性

4月

物質のもとになる粒子

1 表現力

表現力

表現力

物質を加熱したときの
変化



さまざまな物質について，組成と
モデルとを関連づけて，化学式で
表す方法を身につける。

化学変化と原
子・分子 ア
（イ）

化合物の組成を考えて，化学式をつくっ
ている。

ワークシート
テスト

物質を混合物と純物質に分類し，
純物質が単体か化合物かを，化学
式やモデルから判断できる。

主体的に学習に
取り組む態度

具体的な物質の例をあげて，それぞれを
混合物と純物質に分類し，純物質が単体
か化合物かを，化学式やモデルから判断
している。

テスト

化学変化を，原子・分子のモデル
や化学反応式で表す方法を身につ
ける。

化学変化と原
子・分子 ア
（イ）

化学変化を原子・分子のモデルと関連づ
けながら，手際よく化学反応式で表して
いる。

テスト

さまざまな化学変化を，原子・分
子のモデルと関連づけながら，化
学反応式で表すことができる。

主体的に学習に
取り組む態度

炭酸水素ナトリウムの熱分解や酸化銀の
熱分解など，さまざまな例に対し，原
子・分子のモデルから化学反応式をつ
くっている。

ワークシート
テスト

硫黄による鉄の変化についての問
題に進んで関わり，見通しをもつ
など，科学的に探究しようとす
る。

鉄と硫黄が単体であることに注目しなが
ら，硫黄による鉄の変化を予想し，確か
めようとしている。

ワークシート

鉄と硫黄の混合物を加熱する実験
を安全に行い，生成した物質を調
べることができる。

鉄と硫黄の混合物を加熱する実験を気づ
いたことも記録しながら安全に行い，生
成した物質を適切な方法で調べている。

観察
ワークシート

実験結果を分析・解釈し，鉄と硫
黄の混合物を加熱すると別の物質
ができることを，論理的に説明す
ることができる。

鉄と硫黄の混合物を加熱すると別の物質
ができることを，複数の根拠を示して説
明している。

ワークシート
テスト

物質どうしが結びつく変化や分解
などの化学変化について，原子・
分子のモデルや化学反応式を用い
て表す方法を身につける。

主体的に学習に
取り組む態度

２種類以上の物質が結びつく変化や分解
などの化学変化について，具体例をあげ
て，モデルや化学反応式を用いて表して
いる。

テスト

物質が酸化される化学変化を原
子・分子のモデルと関連づけなが
ら，化学反応式で表すことができ
る。

化学変化と原
子・分子 ア
（イ）

物質が酸化される化学変化の例を，原
子・分子のモデルと関連づけながら，手
際よく化学反応式で表している。

テスト

酸化や燃焼がどのような化学変化
であるかを説明することができ
る。

主体的に学習に
取り組む態度

酸化や燃焼がどのような化学変化である
かを，原子・分子のモデルや化学反応式
を用いて説明している。

テスト

炎の位置によって銅板が酸化した
り，もとの銅にもどったりする理
由を推測することができる。

炎の位置によって銅板が酸化されたり，
もとの銅にもどったりする理由を，酸素
の量に着目して推測している。

観察
テスト

酸化銅の還元実験の結果を，原
子・分子のモデルを使って考察す
ることができる。

酸化銅の還元実験の結果を，原子・分子
のモデルや化学反応式で記述し，適切に
表している。

ワークシート
テスト

金属酸化物の還元がどのような化
学変化であるかを説明することが
できる。

主体的に学習に
取り組む態度

金属酸化物が還元されたときの変化につ
いて理解し，金属の製錬など複数の例を
あげて説明している。

テスト

温度が変化する化学変化の実験を
適切に行い，結果を記録すること
ができる。

温度が変化する化学変化の実験で，気づ
いたことも記録しながら適切に実験を行
い，結果を創意工夫してまとめている。

ワークシート

化学変化と熱の出入りの関係につ
いて説明することができる。

化学変化と熱の出入りの関係を理解し，
複数の例をあげて説明している。

テスト

化学変化と熱の出入りについての
学習をふり返り，身のまわりへの
活用を自ら考えようとする。

主体的に学習に
取り組む態度

化学変化による熱の利用に興味をもち，
日常生活の例をあげて自ら探究しようと
している。

観察

実験結果を分析・解釈し，化学変
化における物質の質量の関係を見
いだすことができる。

化学変化の前後で反応に関係する物質全
体の質量が変わらないことを，理由とと
もに説明している。

テスト

質量保存の法則について理解す
る。

質量保存の法則について理解しており，
具体例をあげて説明している。

テスト

◎化学変化と熱の出入
り

2

化学変化と原
子・分子 ア
（イ）

主体性

化学変化と原
子・分子 ア
（ウ）

◎化学変化の前後での
武物質の質量

物質どうしが結びつく
変化

3

化学変化と原
子・分子 ア
（イ）

表現力

物質が酸素と結びつく
変化

2 表現力

2

◎酸化物から酸素をと
り除く変化

化学変化と原
子・分子 ア
（イ）

主体性

物質を表す式

1 主体性

化学変化を表す式

2 表現力

5月



質量保存の法則を原子・分子のモ
デルおよび化学反応式と関連づけ
て考えることができる。

質量保存の法則を原子・分子のモデルお
よび化学反応式と関連づけて表現してい
る。

ワークシート
テスト

化学変化の前後での物質の質量の
変化について進んで関わり，見通
しをもつなど，科学的に探究しよ
うとする。

主体的に学習に
取り組む態度

薄い塩酸と炭酸水素ナトリウムの反応に
おける質量の変化について興味をもち，
開放系，閉鎖系それぞれの結果を予想
し，調べようとしている。

観察
ワークシート

金属の加熱回数と質量変化の関係
について，予想することができ
る。

金属の加熱回数と質量変化の関係につい
て，これまでに学んだ化学変化を参考に
して，予想している。

ワークシート
テスト

金属の質量とその金属に結びつく
酸素の質量の関係性について，仮
説を確かめるための実験を計画す
ることができる。

一定量の金属に結びつく酸素の量には限
界があることをもとにして，金属の質量
とその金属に結びつく酸素の質量の関係
性を調べる実験を，具体的に計画してい
る。

ワークシート

反応前と反応後の質量を注意深く
測定することができる。

誤差を考慮して，反応前後の質量を注意
深く測定している。

観察
ワークシート

実験結果を分析・解釈し，化学変
化における物質の質量の関係を見
いだし，相手にわかりやすく伝え
ることができる。

実験結果を分析・解釈し，化学変化にお
ける物質の質量の比が一定になっている
ことを，理由とともにわかりやすく表現
している。

ワークシート

化学変化で結びつく物質どうしの
質量の比が，一定になっているこ
とを理解する。

グラフをもとに，結びつく物質どうしの
質量の比が一定になっていることを具体
的に説明している。

観察
ワークシート

金属と結びつく酸素の質量につい
て，実験計画をもとに実験を行
い，粘り強く課題を解決しようと
する。

主体的に学習に
取り組む態度

金属と結びつく酸素の質量について，実
験計画をもとに適宜調整しながら実験を
行い，課題を解決しようとしている。

観察
ワークシート

植物や動物の体のつくりの違いに
ついて表現することができる。

生物の体のつく
りと働き ア

植物や動物の体のつくりの違いについ
て，説明している。

テスト

主体的に学習に
取り組む態度

植物や動物の体のつくりの違いについて
具体的な例を出して，説明している。

テスト

単細胞生物と多細胞生物の体の成
り立ちを理解している。また，多
細胞生物の体を組織や器官の用語
を使って説明できる。

生物の体のつく
りと働き ア
（ア）

生物名を例としてあげて，単細胞生物と
多細胞生物を説明できる。また，多細胞
生物の体を組織や器官の用語と例を使っ
て説明している。

テスト

積極的に，生物の細胞の観察に取
り組み，生物の体のつくりの共通
点を見いだそうとする。

主体的に学習に
取り組む態度

積極的に顕微鏡観察を行い，観察した複
数の生物の細胞のつくりの比較を行おう
としている。

観察
ワークシート

最適な細胞像を顕微鏡の視野に出
し，正確にスケッチすることがで
きる。

適切な操作を行い，植物の細胞の細胞壁
や核(や葉緑体)，動物の細胞の細胞膜や核
を正しくスケッチしている。

ワークシート

観察したいろいろな細胞の特徴を
もとに，植物と動物それぞれの細
胞の基本的なつくりの共通点と相
違点を見いだし，一般化すること
ができる。

観察をもとに，植物と動物の細胞の共通
点や相違点を一般化して説明している。

テスト

植物と動物の細胞のつくりの共通
点と相違点を理解し，説明するこ
とができる。

主体的に学習に
取り組む態度

図をかいて，植物と動物の細胞のつくり
の共通点と相違点，各部の名称・はたら
きを説明している。

テスト

生物は，細胞呼吸によって活動の
エネルギーを取り出していること
を理解し，細胞呼吸に必要な物質
や発生する物質について説明する
ことができる。

生物の体のつく
りと働き ア
（ア）

細胞呼吸とは，酸素を使って栄養分を分
解することで生きるためのエネルギーを
取り出すはたらきであることを理解し，
なぜ二酸化炭素と水ができるのかを説明
している。

テスト

1

細胞のはたらき

表現力

1

生物の体をつくるもの

2

生物の体の成り立ち

表現力

表現力

細胞のつくり

2 表現力

生物の体のつく
りと働き ア
（ア）

2

表現力

反応する物質どうしの
質量の割合

4

化学変化と原
子・分子 ア
（ウ）

表現力

6月



細胞呼吸を図式で表してその意義
について説明することができる。

主体的に学習に
取り組む態度

細胞呼吸を，図11のような図式で表し，
細胞呼吸の意義について説明している。

テスト

葉のつき方の共通点や相違点をあ
げ，日光の当たり方と関連づけ
て，考察することができる。

日光の当たり方と関連づけて，葉が互い
に重ならないようについていることを，
具体例を比較しながら説明している。

テスト

上から見ると葉が互いに重なり合
わないようについていることを理
解する。

葉のつき方について，上から見ると互い
に重なり合わないようについていること
を，具体例をあげて説明している。

ワークシート
テスト

対照実験の計画を立てることがで
きる。

対照実験の意味が説明できているととも
に，どのような条件で，実験を設定すれ
ばよいか指摘している。

観察
ワークシート

実験操作の意味を理解し，光合成
の原料として二酸化炭素が必要で
あることを，指摘することができ
る。

対照実験の結果と比較し，光合成の原料
として，二酸化炭素が必要であることを
論理的に説明している。

テスト

光合成のしくみを理解する。 光合成のしくみを，原料・生成物・利用
するエネルギーに分けて理解し，実験結
果に関連づけて総合的に説明している。

ワークシート
テスト

光合成と葉緑体の関係について，
探究しようとしている。

主体的に学習に
取り組む態度

光合成と葉緑体の関係について，積極的
に他者と協力しながら，観察結果や資料
などから適切に考察し，表現しようとし
ている。

観察
ワークシート

光合成と呼吸の行われる時間帯や
気体の出入りについて，考察する
ことができる。

生物の体のつく
りと働き ア
（イ）

光合成と呼吸の行われる時間帯と，気体
の出入りを，結びつけて考えている。

テスト

光合成と植物の呼吸について理解
する。

主体的に学習に
取り組む態度

光合成と植物の呼吸について，動物と対
比しながら説明している。

テスト

根毛が無数にあることの利点を推
論することができる。

根毛があることによって表面積が大きく
なることに着目し,水や養分の吸収の効率
と関連させて説明している｡

テスト

根や茎の切片をつくり，それらの
つくりを観察することができる。

切片作製や顕微鏡の設定を適切に行い，
細部まで正確に観察している。

観察
ワークシート

葉の表皮や断面のプレパラートを
つくり，顕微鏡で，観察すること
ができる。

適切なプレパラートを作製し，構造観察
に適した場所を選び出して，正確に観察
している。

観察
ワークシート

葉の断面の観察から，葉のつくり
の規則性を見いだし，特徴を指摘
することができる。

葉は表皮と葉肉からなり，葉肉の細胞に
葉緑体が含まれること，葉の表側と裏側
で細胞の配列などに違いがあることを見
いだし，説明している。

テスト

茎の維管束の並び方には２とおり
あることを，指摘することができ
る。

維管束の並び方には２とおりあること
を，具体例をあげて指摘している。

テスト

道管と師管の役割を理解する。 道管と師管の役割を根から葉までつなが
る維管束と関連づけて説明している。

テスト

葉の断面や表皮のつくりについて
理解している。

模式図をかいて，細胞・葉緑体・気孔な
ど，葉の構造を説明している。

ワークシート
テスト

気孔が，葉の裏側に多く存在する
ことを，推論することができる。

蒸散の実験結果を分析・解釈し，気孔が
葉の裏側に多いこと推論し，根拠をもっ
て説明している。

テスト

蒸散のはたらきについて理解す
る。

根からの水や養分の移動に関連づけて，
蒸散のはたらきについて説明している。

テスト

水の移動を中心にして，植物のつ
くりとはたらきについて総合的に
理解する。

主体的に学習に
取り組む態度

植物のはたらきについて，植物の体のつ
くりと関連づけて総合的に説明してい
る。

観察
ワークシート
テスト

動物が必要としている栄養分の種
類をあげ，消化の意義を説明でき
る。

エネルギー源として，炭水化物，タンパ
ク質，脂肪が必要であること，それらを
吸収されやすい状態まで分解することが
消化であることを説明している。

テスト

4

水や栄養分を運ぶ

表現力

生物の体のつく
りと働き ア
（イ）

◎栄養分をとり入れる 生物の体のつく
りと働き ア
（ウ）

生物の体のつく
りと働き ア
（イ）

表現力4

★栄養分をつくる

植物の呼吸

1 表現力

7月



対照実験を設定して，唾液がデン
プンを分解するはたらきを調べる
ことができる。

唾液を入れない試験管を用意し，その用
意した理由を理解して，実験している。

観察
ワークシート

唾液のはたらきを調べる実験につ
いて，粘り強く課題を解決しよう
とする。

自分で唾液を採取し，進んで実験に参加
し，粘り強く課題を解決しようとしてい
る。

観察

唾液のはたらきを調べる実験結果
から，デンプンの分解について推
論することができる。

ベネジクト溶液の反応の結果から，デン
プンの分解についてその理由も含めて説
明している。

ワークシート
テスト

唾液には，デンプンを分解するは
たらきがあることを説明できる。

唾液には，デンプンを分解するはたらき
があることを，実験結果を交えながら説
明している。

ワークシート
テスト

おもな消化酵素の種類とはたらき
について説明できる。

アミラーゼやほかの酵素名を具体的にあ
げ，そのはたらきを説明している。

テスト

小腸の内面に多数の柔毛があるこ
とを，栄養分の効率的な吸収と関
連づけて考察することができる。

柔毛があることにより，表面積を広く
し，効率的に栄養分を吸収できることを
考察している。

テスト

消化された栄養分が吸収される道
すじを説明できる。

消化された栄養分が毛細血管やリンパ管
に入ることを理解し，その経路を説明し
ている。

テスト

唾液のはたらきを調べる実験につ
いて，他者とかかわりながら，見
通しをもって実験を主体的・協働
的に計画しようとする。

主体的に学習に
取り組む態度

自分の意見を出しながら，まわりの意見
にも耳を傾け，見通しをもって実験を計
画しようとしている。

観察
ワークシート

肺が多数の肺胞からできている意
義を説明することができる。

肺胞があることにより，表面積を広くし
ていることを理解し，説明している。

テスト

肺による呼吸を細胞呼吸と関連づ
けて考察することができる。

呼吸の本質が細胞呼吸であることを，肺
と細胞における呼吸とを関連づけて，考
察している。

テスト

ヒトの呼吸器官のつくりと肺胞で
のガス交換のしくみを説明でき
る。

主体的に学習に
取り組む態度

ヒトの呼吸器官のつくりとはたらきにつ
いて，各部の名称をあげて，それぞれを
関連づけて説明している。

テスト

細胞の活動でできた不要な物質の
うち，アンモニアが腎臓などのは
たらきで排出されるしくみについ
て理解する。

生物の体のつく
りと働き ア
（ウ）

腎臓が，アンモニアなどの不要な物質を
体外に出すはたらきをしていることを理
解している。

テスト

主体的に学習に
取り組む態度

不要な物質のうちアンモニアは肝臓で害
の少ない尿素に変えられて，腎臓などの
はたらきで排出されるしくみを理解し説
明している。

テスト

血液循環のしくみについて，既習
内容や日常経験から問題を見いだ
したり考えたりする。

血液循環のしくみについて，小学校段階
での内容を理解し，血液循環と各器官の
はたらきと関連させて問題を見いだし，
表現している。

観察
テスト

おもな血液の成分と組織液のはた
らきについて説明できる。

血液成分を４つあげてその役割を説明で
き，組織液について説明している。

テスト

血管の種類や心臓のつくりとはた
らきについて説明できる。

血管の種類や心臓のつくりとはたらきに
ついて理解し，説明している。

テスト

血液循環の道すじについて，心臓
や流れる血液の特徴と関連づけて
説明できる。

血液循環の道すじについて，心臓や流れ
る血液の特徴と関連づけて理解し，説明
している。

テスト

学習内容をふり返り，動物の生命
を維持するしくみについて，さま
ざまな視点で理解を深めている。

主体的に学習に
取り組む態度

学習内容をふり返り，動物の生命を維持
するしくみについて，血液循環と，消
化・吸収，呼吸，排出のはたらき全てを
関連づけて，総合的に理解し，説明して
いる。

ワークシート
テスト

6 表現力

1

不要な物質のゆくえ

表現力

4

物質を運ぶ 生物の体のつく
りと働き ア
（ウ）

表現力

1

動物の呼吸 生物の体のつく
りと働き ア
（ウ）

表現力
9月



動物にはどのような感覚器官があ
り，それぞれどのような刺激を受
け取っているか説明できる。

生物の体のつく
りと働き ア
（ウ）

動物の感覚器官を５つあげることがで
き，それぞれがどのような刺激を受け
取っているか説明している。

テスト

ヒトのおもな感覚器官をあげ，そ
のつくりと受け取った刺激を脳に
伝えるしくみを説明できる。

主体的に学習に
取り組む態度

ヒトのおもな感覚器官のつくりと，刺激
を受け取り脳に伝えるしくみを理解し，
説明している。

テスト

ヒトの神経系が脳・脊髄からなる
中枢神経と，これから枝分かれす
る末梢神経とからなることを説明
できる。

中枢神経と末梢神経の関係について，
脳，脊髄，感覚神経，運動神経などの名
称を用いて説明している。

テスト

ヒトの反応時間を調べる実験を行
い，その結果をわかりやすくまと
めることができる。

実験結果から，反応までにかかる時間を
計算し，データを正確にわかりやすくま
とめている。

観察
ワークシート

ヒトの反応時間を調べる実験結果
などから，感覚器官が刺激を受け
取って反応が起こるまでの経路に
ついて考察することができる。

実験結果などをもとに，刺激から反応ま
でのしくみと，それに要する時間などに
ついて考察している。

観察
ワークシート

感覚器官が受け取った刺激によっ
て，ヒトの体にいろいろな反応が
起こるしくみについて説明でき
る。

実験３の結果などから，感覚器官が受け
取った刺激によって反応が起こるまでの
しくみを説明している。

ワークシート
テスト

反射のしくみと特徴について説明
できる。

主体的に学習に
取り組む態度

反射について，自ら例をあげて説明でき
るとともに，ふつうの反応との違いにつ
いても理解している。

観察
テスト

手羽先のつくりを積極的に調べ，
その結果をもとに，骨格と筋肉の
関係や手足が動くしくみを理解す
る。

手羽先のつくりを積極的に調べ，その結
果をもとに，骨格と筋肉の関係や手足が
動くしくみを説明している。

観察
ワークシート

自身の手足の動きを，骨格と筋肉
の学習をもとに考察することがで
きる。

ヒトのうでがどのようにして曲がるかを
理解でき，説明している。

テスト

ヒトの体の運動が，骨格と筋肉に
よって行われていることを説明す
ることができる。

主体的に学習に
取り組む態度

ヒトの体の運動のしくみを，骨格と筋肉
のはたらきから説明している。

テスト

雲や霧の発生といった身近な気象
現象のしくみに興味をもち，気象
現象に関する既習内容や日常経験
から，問題を見いだしたり，しく
みを考えたりする。

気象とその変化
ア（イ）

雲や霧が発生するしくみに興味をもち，
身近な気象現象について考え，どのよう
なしくみが考えられるのかを表現してい
る。

観察
ワークシート

主体的に学習に
取り組む態度

雲や霧が発生するしくみに興味をもち，
身近な気象現象を具体的に取りあげ，積
極的に話し合い活動をするなどして，ど
のようなしくみが考えられるのかを，根
拠を明確にして表現している。

観察
ワークシート

ゴム板が机の天板から取れにくく
なっているようすから，大気の重
さが関係していることを見いだす
ことができる。

ゴム板が机の天板から取れにくくなって
いるようすから，大気の重さによって生
じる力が原因であることを見いだし，他
の大気圧を感じる実験も同様に考える。

観察
ワークシート

大気圧が生じるしくみを理解す
る。

大気圧が空気の重さによって生じること
を理解し，大気圧が関係する他の現象に
も適応して理解している。

テスト

同じ力がはたらいていても，受け
る面積によってそのはたらきが異
なることを考察する。

スポンジにのせた板の面積が大きいとス
ポンジのへこみが小さいことから，同じ
力がはたらいていても，受ける面積に
よってそのはたらきが異なることを考察
し，さらに力や面積を変えたときのこと
を考察している。

観察
ワークシート

圧力や大気圧について理解する。 主体的に学習に
取り組む態度

圧力や大気圧の定義と，圧力の求め方や
単位を理解し，高度による大気圧の違い
について説明している。

テスト

1

運動のしくみ 生物の体のつく
りと働き ア
（ウ）

表現力

地球の大気と天気の変
化

1 表現力

2

感じ取るしくみ

表現力

刺激を伝えたり反応し
たりするしくみ

生物の体のつく
りと働き ア
（ウ）

3 表現力

2

大気の中ではたらく力 気象とその変化
ア（ア）

主体性

10月



気象観測の方法を知り，器具を正
しく使って観測し，結果を記録す
ることができる。

気象観測の方法を知り，原理を理解した
上で器具を正しく使って観測し，結果を
記録している。

観察
ワークシート

気象観測で得られたデータを表や
グラフなどに整理している。

気象観測で得られたデータを考察しやす
い形の表やグラフなどに整理している。

ワークシート

学習内容をふり返り，天気と気
圧，気温，湿度の関係を見いだそ
うとしている。

主体的に学習に
取り組む態度

学習内容をふり返り，天気と気圧，気
温，湿度の関係を理解するために，粘り
強く取り組んでいる。

観察
ワークシート

霧が発生する条件を見いだし，霧
のでき方を考えることができる。

気象とその変化
ア（イ）

霧が発生する条件を見いだし，霧のでき
方を考察している。

観察
ワークシート

主体的に学習に
取り組む態度

霧が発生する条件を見いだし，温度が下
がるしくみにもふれながら霧のでき方を
考察している。

観察
ワークシート

上昇する空気が膨張することを理
解した上で，雲を発生させる実験
を行い，結果を記録することがで
きる。

操作の意味を確認しながら雲を発生させ
る実験を行い，結果を記録している。

観察
ワークシート

雲が発生する条件を見いだし，雲
のでき方を考えることができる。

雲が発生する条件を見いだし，雲のでき
方をさまざまな上昇気流の例と結びつけ
て考えている。

テスト

雲が雨などになる過程を理解す
る。

主体的に学習に
取り組む態度

雲のでき方からの一連の流れの中で，雲
が雨などになる過程を理解している。

テスト

水蒸気を含んだ空気から水滴が現
れるしくみを理解する。

水蒸気を含んだ空気から水滴が現れるし
くみを，飽和水蒸気量，水蒸気量といっ
た用語を使いながら理解している。

ワークシート
テスト

空気中に水滴が現れるしくみと関
連づけて露点を理解し，露点を正
しく測定することができる。

空気中に水滴が現れるしくみと関連づけ
て，露点と水蒸気量が対応していること
を理解し，何回かくり返して実験を行
い，露点を正しく測定している。

観察
ワークシート

露点の測定結果から，空気中の水
蒸気量を推定することができる。

露点の測定結果から，筋道を立てて空気
中の水蒸気量を推定している。

ワークシート
テスト

湿度の意味を理解することができ
る。

湿度の意味を理解し，温度と水蒸気量に
よって変化することを理解している。

テスト

霧が発生するしくみを気温と水蒸
気量の関係をもとに説明すること
ができる。

主体的に学習に
取り組む態度

霧が発生するしくみを気温と水蒸気量の
関係をもとにしつつ，湿度の変化とも照
らし合わせながら，説明している。

テスト

等圧線，高気圧や低気圧の意味を
理解し，天気図から天気や風向・
風力を読み取ったり，雲画像から
雲の分布の特徴を読み取ることが
できる。

気象とその変化
ア（イ）

天気図から天気や風向・風力を読み取っ
たり，雲画像から雲の分布の特徴を読み
取り，それらを関連づけて整理してい
る。

観察
ワークシート
テスト

天気図の気圧配置から大気の動き
を立体的に捉え，気圧配置と天気
の関係を考えることができる。

主体的に学習に
取り組む態度

天気図の気圧配置から，大気の立体的な
動きを考慮して，気圧配置と天気の関係
を見いだしている。

テスト

複数の天気図から気象要素の連続
的な変化を読み取ることができ
る。

複数の天気図から気象要素の連続的な変
化を読み取り，グラフなどにわかりやす
く整理している。

観察
ワークシート

低気圧や高気圧の移動の規則性を
見いだすことができる。

低気圧や高気圧の移動の方向と１日あた
りの移動距離の規則性を見いだしてい
る。

テスト

気温が急に変化する理由をモデル
実験の結果と関連づけて説明する
ことができる。

気温が急に変化する理由を，大気の温度
や密度の違いを指摘しながら，モデル実
験の結果と関連づけて説明している。

テスト

温帯低気圧の発達と，前線ができ
るしくみを理解する。

温帯低気圧の発達と関連づけながら，前
線の種類とその付近の大気の動きを理解
している。

テスト

寒冷前線や温暖前線の通過に伴う
天気の変化を理解させる。

寒気や暖気の動きやそれに伴う雲の発生
と関連づけて，寒冷前線や温暖前線の通
過に伴う天気の変化を理解している。

テスト

天気図と観測データを関連づけ
て，前線の通過に伴う天気の変化
を説明することができる。

主体的に学習に
取り組む態度

天気図と観測データを関連づけて，前線
付近の大気の動きを推測しながら，前線
の通過に伴う天気の変化を説明してい
る。

観察
ワークシート
テスト

1 主体性

2

雲のでき方 気象とその変化
ア（イ）

主体性

2

天気のようすを観測す
る

気象とその変化
ア（ア）

主体性

表現力

3

空気のふくまれる水蒸
気の量

気象とその変化
ア（イ）

主体性

風がふくしくみ

1 主体性

11月

3

大気の動きによる天気
の変化

気象とその変化
ア（イ）

霧のでき方



日本付近の大気の動きを地球規模
の大気の動きの中で捉え，地球規
模の大気の動きの原因を理解す
る。

気象とその変化
ア（ウ）

日本付近の大気の動きを，地球規模の大
気の動きの中で捉えている。

テスト

主体的に学習に
取り組む態度

日本付近の大気の動きを地球規模の大気
の動きの中で捉え，その動きが緯度によ
る気温の差によって生じた気圧の差に起
因していることを理解している。

テスト

海陸風や季節風がふくしくみを，
気温差や気圧差と関連づけて理解
する。

気象とその変化
ア（ウ）

気温差や気圧差と関連づけながら，海陸
風や季節風がふくしくみを地表付近の大
気の動きとして捉え，理解している。

テスト

日本の天気が，大陸や海洋からど
のような影響を受けているか，見
通しをもって探究しようとする。

主体的に学習に
取り組む態度

天気が，陸や海からどのような影響を受
けているか課題を見いだし，自ら進んで
調べている。

観察
ワークシート

日本の四季の天気の特徴を見いだ
すことができる。

日本の四季の天気の特徴について根拠を
もって説明している。

テスト

日本の冬に特徴的な気圧配置を天
気図から読み取り，冬の天気の特
徴と関連づけて理解する。

日本の冬に特徴的な気圧配置を天気図か
ら読み取り，北西からの季節風などの冬
に特徴的な天気と関連づけて理解してい
る。

テスト

シベリア高気圧（気団）からふき
出す大気の性質が，変化する原因
を見いだすことができる。

温度と水蒸気量に着目して，シベリア高
気圧（気団）からふき出す大気の性質が
変化する原因を見いだしている。

テスト

日本の冬と春の天気の特徴と，そ
れが生じるしくみを理解する。

日本の冬と春の天気の特徴とそれが生じ
るしくみを具体例をあげて説明できてい
る。

テスト

日本の梅雨の気圧配置の特徴を天
気図などから読み取り，天気の特
徴とそれが生じるしくみを理解す
る。

日本の梅雨の気圧配置の特徴を天気図な
どから読み取り，天気の特徴とそれが生
じるしくみを具体例をあげて説明してい
る。

テスト

日本の夏の気圧配置の特徴を天気
図などから読み取り，天気の特徴
とそれが生じるしくみを理解す
る。

日本の夏の気圧配置の特徴を天気図など
から読み取り，天気の特徴とそれが生じ
るしくみを具体例をあげて説明してい
る。

テスト

日本の秋の気圧配置の特徴を天気
図などから読み取り，天気の特徴
とそれが生じるしくみを理解す
る。

日本の秋の気圧配置の特徴を天気図など
から読み取り，天気の特徴とそれが生じ
るしくみを具体例をあげて説明してい
る。

テスト

日本付近の台風の進路の特徴を見
いだして，その原因を考えること
ができる。

日本付近の台風の進路の特徴と，太平洋
高気圧の位置と関連づけて説明してい
る。

テスト

気象要素や天気図，雲画像などか
ら，天気の特徴を読み取ることが
できる。

気象要素や天気図，雲画像などから，正
確に天気の特徴を読み取り，具体的に考
えることができる。

テスト

収集した気象データをもとに，根
拠をもって天気を予想することが
できる。

収集した気象データを組み合わせ，予想
した天気を，既習事項と関連づけながら
根拠をもって説明している。

観察
ワークシート

数日間の気象要素や天気図，雲画
像などを根拠にし，天気が予想で
きることを理解する。

数日間の気象要素や天気図，雲画像など
を根拠に天気が予想できることを，発表
を通して説明している。

観察

明日の天気を予想するための方法
を探究しようとしている。

主体的に学習に
取り組む態度

必要な気象データが何か，理由を含めて
説明し，他者と仮説をねり上げながら，
粘り強く計画を立てている。

ワークシート

天気の変化がもたらす恵みや災害
についてその原因を理解し，災害
への備えについて探究しようとす
る。

気象とその変化
ア（ウ）

天気の変化がもたらす恵みや災害につい
て，その原因とともに理解し，災害への
備えについて考えようとしている。

観察
ワークシート

主体的に学習に
取り組む態度

天気の変化がもたらす恵みや災害につい
て，その原因とともに理解し，災害への
備えについて進んで探究しようとしてい
る。

観察
ワークシート

1

地球規模での大気の動
き

主体性

主体性

陸と海の間の大気の動
き

1 主体性

7

日本の四季の天気 気象とその変化
ア（ウ）

表現力

12月

天気の変化がもたらす
恵みと災害

1



電流による現象や電磁調理器のし
くみについて，電流に関する既習
内容や日常経験から，問題を見い
だしたり考えたりする。

電流とその利用
ア

電流による現象や電磁調理器のしくみに
ついて，積極的に話し合い活動をするな
どして，何が問題なのか，どのようなし
くみが考えられるのかを表現している。

観察
ワークシート

主体的に学習に
取り組む態度

電流による現象や電磁調理器のしくみに
ついて，積極的に話し合い活動をするな
どして，何が問題なのか，どのようなし
くみが考えられるのかを，根拠を明確に
して表現している。

観察
ワークシート

豆電球などを使って回路をつく
り，電流の流れ方を調べることが
できる。

豆電球などを使っていろいろな回路をつ
くり，さまざまな素子で比較しながら，
電流の流れ方を調べている。

観察
ワークシート

直列回路と並列回路について理解
する。

乾電池に２個の豆電球をつなぐ回路に
は，直列回路と並列回路があることを理
解し，いろいろな回路について適用して
説明している。

観察
ワークシート
テスト

階段の照明器具を点灯・消灯する
ときのようすから，回路のつなが
り方を探究し，図に表そうとす
る。

主体的に学習に
取り組む態度

試行錯誤しながら実験を重ね，作成した
回路がうまく機能するしくみをねばり強
く，多面的に追究し，図に表そうとして
いる。

観察
ワークシート

電流計を使って，回路に流れる電
流を測定する実験を計画すること
ができる。

自分たちの仮説を検証するには，どの点
を測定すれば良いのか十分に検討した上
で，電流計を使って回路に流れる電流を
測定する実験を計画し，結果も予想して
いる。

観察
ワークシート

探Q実験１の結果から，直列回路
と並列回路での電流の規則性を見
いだすことができる。

探Q実験１の結果から，直列回路では回路
中のどの点の電流の大きさも同じである
こと，並列回路では枝分かれした電流の
大きさの和は枝分かれする前や合流後の
電流の大きさに等しいことを見いだし，
他の回路も同様に考えている。

観察
ワークシート

直列回路と並列回路での電流の規
則性を理解する。

直列回路では回路中のどの点の電流の大
きさも同じであること，並列回路では枝
分かれした電流の大きさの和は枝分かれ
する前や合流後の電流の大きさに等しい
ことを理解し，他の回路にも適用して説
明している。

観察
ワークシート

他者と関わりながら，直列回路と
並列回路での豆電球の明るさの違
いについて探究しようとしてい
る。

主体的に学習に
取り組む態度

直列回路と並列回路での豆電球の明るさ
の違いの原因について，電流の通り道の
違いなどを踏まえ，他者と仮説を練りあ
いながらねばり強く調べようとしてい
る。

観察
ワークシート

結果を見通しながら，電圧計を
使って，回路の各区間に加わる電
圧を測定することができる。

仮説に基づき，各区間の電圧の大小関係
について見通しをもちながら，電圧計を
使って，すばやくていねいに回路の各区
間に加わる電圧を測定している。

観察
ワークシート

実験２の結果から，直列回路と並
列回路での電圧の規則性を見いだ
すことができる。

実験２の結果から，直列回路ではそれぞ
れの豆電球に加わる電圧の和が乾電池(電
源)の電圧に等しく，並列回路ではそれぞ
れの豆電球に加わる電圧は乾電池(電源)の
電圧に等しいことを見いだし，他の回路
も同様に考えている。

観察
ワークシート

直列回路と並列回路での電圧の規
則性を理解する。

直列回路ではそれぞれの豆電球に加わる
電圧の和が乾電池(電源)の電圧に等しく，
並列回路ではそれぞれの豆電球に加わる
電圧は乾電池(電源)の電圧に等しいことを
理解し，他の回路にも適用して説明して
いる。

テスト

他者と関わりながら，直列回路と
並列回路での豆電球の明るさの違
いについて，電圧と関連づけて探
究している。

主体的に学習に
取り組む態度

直列回路と並列回路での豆電球の明るさ
の違いの原因について，電圧の加わり方
の違いなどを踏まえ，他者と仮説を練り
あいながらねばり強く調べている。

観察
ワークシート

電流とその利用

1 表現力

回路に加わる電圧

3

電流とその利用
ア（ア）

表現力

電流が流れる道すじ

3

電流とその利用
ア（ア）

主体性

回路に流れる電流

3

電流とその利用
ア（ア）

表現力

1月



電源装置などを使って，回路の電
圧と電流を調べることができる。

電源装置などを使って，抵抗器に加わる
電圧を変化させたときに流れる電流の大
きさの変化をすばやく丁寧に調べてい
る。

観察
ワークシート

実験３の結果から，電圧と電流の
間の規則性を見いだすことができ
る。

実験３の結果から，抵抗器などに加わる
電圧が大きくなると，流れる電流も大き
くなることを見いだし，他の回路につい
ても同様に考えている。

テスト

学習の過程をふり返り，電圧と電
流の関係を表すグラフから，電気
抵抗の大きさの違いを見いだそう
としている。

主体的に学習に
取り組む態度

学習の過程をふり返り，電圧と電流の関
係を表すグラフから，抵抗器に流れる電
流は電圧に比例し，傾きが電流の流れや
すさ・流れにくさを表していることを多
面的，総合的に考えようとしている。

観察
ワークシート

回路に成り立つ諸法則を理解し，
未知の電流や電圧，電気抵抗を求
めることができる。

抵抗器の直列つなぎ・並列つなぎのとき
の電流や電圧の規則性，オームの法則を
理解し，それらを用いて回路に流れる電
流や電圧，電気抵抗を求め，さまざまな
回路に適用して説明している。

テスト

抵抗器のつなぎ方による全体の電
気抵抗の大きさの変化を見いだす
ことができる。

抵抗器の直列つなぎ・並列つなぎにおけ
る全体の電気抵抗の大きさの変化を見い
だし，抵抗器のつなぎ方で電気抵抗の大
きさがどうなるかを推測している。

テスト

導体・不導体について理解する。 主体的に学習に
取り組む態度

電気抵抗により，物体が導体と不導体に
分けられることを理解し，身のまわりの
ものについて説明している。

テスト

電力について理解する。 電力の定義とその単位，電力の求め方を
理解し，電気器具の電力の違いが何を表
すかなどを説明している。

テスト

電熱線から発生する熱量がどのよ
うな要因によって変わるのか，既
習事項や日常経験から考えること
ができる。

電流，電圧，抵抗，電流を流した時間な
ど，複数の要因から考えたり，消費電力
の大きな器具ほど多くの熱量を発生する
という日常経験から考えたりしている。

テスト

実験４の結果から，電力と発生し
た熱量の関係を見いだすことがで
きる。

実験４の結果から，電流による発熱量は
電力と時間に比例することを見いだし，
いろいろな電気器具に適用して考えてい
る。

テスト

学習内容をふり返り，電力量の定
義とその求め方，電力量の単位，
電気器具から発生する熱量や消費
する電気エネルギーとの関係を探
究しようとする。

主体的に学習に
取り組む態度

学習内容をふり返り，電力量の定義とそ
の求め方，電力量の単位，電気器具から
発生する熱量や消費する電気エネルギー
との関係を使って，いろいろな電気器具
が消費する電力量について応用しようと
している。

観察
ワークシート
テスト

静電気に関する日常経験から，電
気くらげが浮いたり，髪の毛が下
じきに引きつけられたりする理由
を考えることができる。

電気くらげや静電気で髪の毛が引きつけ
られる現象などの原理を，力の種類やは
たらきと関連づけながら類推している。

観察
ワークシート

静電気を発生させて，静電気によ
る力の規則性を調べることができ
る。

２つの物体を摩擦して静電気を発生さ
せ，どのような場合にしりぞけ合う力や
引き合う力がはたらくか，いろいろな場
合を想定しながら調べている。

観察
ワークシート

実験５の結果から，静電気による
力の規則性を見いだすことができ
る。

実験５の結果から，静電気の間には，離
れていてもしりぞけ合う力や引き合う力
がはたらくことを見いだし，ほかの摩擦
した物体の間のことも推測している。

観察
ワークシート

探究の過程をふり返り，静電気に
よる力の規則性を実験結果と関連
づけながら解明しようとする。

主体的に学習に
取り組む態度

探究の過程をふり返り，電気には＋(正)と
－(負)の２種類があり，これらの間には離
れていても電気力がはたらき，異種の電
気には引き合う力，同種の電気にはしり
ぞけ合う力がはたらくことを理解しよう
とし，いろいろな静電気による現象につ
いても適用して説明している。

観察
ワークシート

主体性

主体性

電流，電圧，電気抵抗
の求め方

2 表現力

電流とその利用
ア（ア）

3

電流のはたらきを表す
量

主体性

電流とその利用
ア（ア）

2

静電気 電流とその利用
ア（ア）

電流とその利用
ア（ア）

2

電流と電圧の関係



静電気と電流の関係について理解
する。

電流とその利用
ア（ア）

物体にたまっている電気が移動すると電
流のはたらきをすることを理解してい
る。

観察
ワークシート
テスト

主体的に学習に
取り組む態度

物体にたまっている電気が移動すると電
流のはたらきをすることを理解し，回路
による電流と比較しながら説明してい
る。

観察
ワークシート
テスト

放電現象について理解し，知識を
身につけている。

雷などの放電や，真空放電について理解
し，電気の移動やそのとき起こる現象と
関連づけて説明している。

テスト

電子の流れと電流の関係を見いだ
すことができる。

放電管の実験のようすなどから，電子の
存在や電流の向きを見いだし，回路中の
電流や放電現象についても適用して考え
ている。

テスト

電流の正体を理解する。 質量をもち，－の電気をもった非常に小
さな粒子である電子が電流を担っている
ことを理解し，放電現象などに適用して
説明している。

テスト

電流が流れているときと流れてい
ないときとの違いを，モデル図で
表現することができる。

電流が流れているときと流れていないと
きとの違いを，電流の向きを逆にするな
どいろいろな場合について，モデル図で
表現している。

ワークシート
テスト

探究の過程をふり返り，電流が電
子の流れであることを観察事実と
関連づけながら表現しようとす
る。

主体的に学習に
取り組む態度

電流が流れているときは，電子が－極か
ら＋極に向かって流れていることをモデ
ル化するなど，自分なりの表現でまと
め，回路や電流の向きを変えるとどうな
るかも表現している。

テスト

放射線の種類や性質，産業への利
用および生物への影響等を理解す
る。

電流とその利用
ア（ア）

放射線にはＸ線，α線，β線，γ線など
があり，透過力があること，放射線は医
療や産業などで利用されているが，生物
に影響を与えることもあることを理解し
ている。

テスト

主体的に学習に
取り組む態度

放射線にはＸ線，α線，β線，γ線など
があり，透過力があること，放射線は医
療や産業などで利用されているが，生物
に影響を与えることもあることを理解
し，具体的な例をあげて説明している。

テスト

磁石のまわりには磁界ができ，磁
界のようすは磁力線で表すことが
できることを理解する。

磁石のまわりには磁界ができ，磁界のよ
うすは磁力線で表すことができることを
理解し，磁界の強さや磁界の向きが変わ
るとどうなるかなども説明している。

テスト

導線などを使って，電流がつくる
磁界を調べることができる。

導線などを使って，電流がつくる磁界
を，電流の大きさや向きが変わるとどう
なるかなどを考えながら調べている。

観察
ワークシート

実験６の結果から，電流による磁
界の規則性を見いだすことができ
る。

実験６の結果から，まっすぐな導線を流
れる電流のまわりには同心円状の磁界が
でき，磁界の向きは電流の向きで決ま
り，磁界の強さは電流が大きいほど，導
線に近いほど強くなることを見いだし，
電流や磁界を変えるとどうなるか推測し
ている。

観察
ワークシート
テスト

探究の過程をふり返り，電流がつ
くる磁界について，観察結果と関
連づけながら，適切に表現しよう
としている。

主体的に学習に
取り組む態度

探究の過程をふり返り，まっすぐな導線
やコイルを流れる電流がつくる磁界の向
きや大きさについて理解し，電流を変え
ると磁界がどうなるかなど，考えを拡張
したり，ほかの例に適用したりしようと
している。

観察
ワークシート
テスト

静電気と電流の利用

1 表現力

表現力

主体性

磁界

3

電流とその利用
ア（イ）

主体性

電流の正体

3

電流とその利用
ア（ア）

放射線の発見とその利
用

1

2月



磁石とコイルなどを使って，電流
が磁界から受ける力を調べること
ができる。

磁石とコイルなどを使って，電流が磁界
から受ける力を，電流や磁界が変わると
どうなるかなどを考えながら調べてい
る。

観察
ワークシート

実験７の結果から，電流が磁界か
ら受ける力の規則性を見いだすこ
とができる。

実験７の結果から，電流が流れる導線は
磁界から力を受け，電流や磁界の向きを
逆にすると力の向きは逆に，電流や磁界
が大きくなると力は大きくなることを見
いだし，電流などを変えるとどうなるか
推測している。

観察
ワークシート
テスト

電流が磁界から力を受けること
や，モーターが回転するしくみを
理解する。

主体的に学習に
取り組む態度

電流が磁界から受ける力の規則性や，
モーターが回転するしくみを理解し，電
流などを変えるとどうなるか説明してい
る。

テスト

コイルや棒磁石，検流計を使っ
て，電流が発生しているかを調べ
ることができる。

コイルや棒磁石，検流計を使って，電流
が発生しているかを，電流の大きさや向
きを変えるにはどうすればよいかなど考
えながら調べている。

観察
ワークシート

実験８の結果から，電磁誘導の規
則性を見いだし，発電のしくみを
考えることができる。

実験８の結果から，コイルの中の磁界を
変化させると誘導電流が発生し，強い磁
石を使ったりコイルの巻数を多くしたり
すると，発生する誘導電流が大きくなる
ことを見いだし，磁石などを変えるとど
うなるかを推測している。

観察
ワークシート

電磁誘導や発電機のしくみを理解
する。

電磁誘導において発生する誘導電流や，
発電機のしくみについて理解し，磁力な
どを変えるとどうなるかを説明してい
る。

テスト

直流と交流の違いを理解する。 主体的に学習に
取り組む態度

電流が一方にしか流れない直流と，向き
と大きさが周期的に変わる交流について
理解し，直流や交流によって見られる現
象の違いなどを説明している。

テスト

主体性

3

発電機のしくみ 3月

表現力

３月

モーターのしくみ

2

電流とその利用
ア（イ）


